
道内各地で進展する地方創生プロジェクトの最前線をクローズアップ！
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人と地域との新たなつながりを生み出すワーク施設とコンシェルジュを紹介

０５ 地域が動く・プロジェクト最前線

特 集
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C O N T E N T S

■「はしっこ同盟」（長万部町・黒松内町・豊浦町）
はしっこも 集まりゃ俺らが ど真ん中

07 「なおみちカフェ」から ～地域創生のヒントを探る～

知事が訪問した地域で活躍されている方々を紹介するコーナー

０9 「つながる。ＨＵＢest」 ［北海道型ワーケーション普及・展開事業］

制度活用市町村の紹介／富良野市、厚沢部町、大空町

■ 後志編 るすつ子どもセンターぽっけ

■ 胆振編 豊浦町アイヌ文化情報発信施設「イコリ」・地域イベント

■ くしろフィス（釧路市） 相座聖美さん

■ ながぬまホワイトベース（長沼町） 増田健司さん

地方創生人材支援制度



地
方
創
生
人
材
支
援
制
度
と
は
？

◆特集 地方創生人材支援制度創る

地
方
創
生
に
積
極
的
に
取
り
組
む
市
町
村

に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
応
じ
て
意
欲

や
能
力
の
あ
る
国
家
公
務
員
や
大
学
研
究
者
、

民
間
専
門
人
材
を
市
町
村
長
の
補
佐
役
と
し

て
派
遣
す
る
制
度
で
す
。

様
々
な
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
人
材
が

地
方
に
派
遣
さ
れ
、
地
方
創
生
に
向
け
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。

・幹部職員として、主に市町村の全体統括や、知見を
生かした業務に従事

・民間企業で培ってきた経験だけでなく、コミュニ
ケーション力を活かして幅広く貢献

・研究開発等、より専門的な知識や知見を活用し地方
創生に貢献
・また、職員の人材育成にも非常に積極的

・行政（国や都道府県）と接点が欲しい
・交付金関係の業務を担って欲しい
・市町村⾧の右腕として全体統括をして欲しい

・地方創生を求めて、地元の大学と連携したい
・マクロの視点で、市町村の方針を客観的に知りたい
・幅広い知識や知見で職員を育成して欲しい

主な取組内容（一例）
・広報、シティプロモーション事業
・観光事業、イベントの企画・立案
・ブランディング化戦略の策定・実行
・地域商社の設立、DMOと協力した企画・実行
・デジタル専門分野
（スマートシティ推進や新規ICT推進等）
・グリーン専門分野
（再エネ・省エネ推進や脱炭素推進事業等）
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派遣する人材等

市
町
村
は
、
省
庁
・
大
学
研
究
者
・
民
間

企
業
を
選
択
し
、
内
閣
府
に
申
請
し
ま
す
。

そ
の
後
、
マ
ッ
チ
ン
グ
協
議
を
通
じ
て
、
派

遣
者
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

制
度
活
用
方
法

派
遣
前
に
は
地
方
創
生
施
策
に
つ
い
て
の

研
修
会
が
実
施
さ
れ
る
ほ
か
、
年
に
数
回
派

遣
者
の
取
組
報
告
や
派
遣
先
で
の
課
題
を
共

有
す
る
報
告
会
・
情
報
交
換
会
が
開
催
さ
れ
、

派
遣
者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
サ
ポ
ー

ト
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

派
遣
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
等

▲派遣者報告会の様子（於:内閣府）

国家公務員 民間専門人材

大学研究者

課題に応じた派遣人材

派遣者は様々な業務に対応し、市町村の課題解決のサポートを行います。

地
方
創
生
を
目
的
と
し
て
、
外
部
人
材
の

知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
地
域
活
性
化

に
繋
げ
る
た
め
、
平
成

年
度
よ
り
運
用
さ

れ
て
い
る
内
閣
府
の
「
地
方
創
生
人
材
支
援

制
度
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

・事業を円滑に進めるため、企業とのネットワークを構築
して欲しい

・自由な発想で今までになかった知見を取り入れたい
・企業内調整、交渉力を生かした業務を担って欲しい

国家公務員 …原則人口10万人以下
大学研究者 …指定都市除く市町村
民間専門人材…指定都市除く市町村
常勤職員  …副市町村⾧、地方創生監など

非常勤職員 …顧問、地方創生アドバイザーなど

国家公務員 …原則2年間

大学研究者 …原則半年～2年間
民間専門人材…原則半年～2年間

原則市町村が負担
※派遣先市町村と派遣元企業等との協議にて決定
（総務省の「地域活性化起業人」とも併用可）

給 与
報酬等

派 遣
期 間

職 種

派遣先
市町村
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内
閣
府
「
地
方
創
生
人
材
支
援
」
制

度
の
活
用
に
よ
り
「
民
間
専
門
人
材
」

の
受
入
れ
を
す
る
場
合
、
三
大
都
市
圏

に
所
在
す
る
民
間
企
業
等
の
社
員
で
あ

れ
ば
、
総
務
省
の
「
地
域
活
性
化
起
業

人
」
制
度
を
併
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ

の
制
度
を
併
用
す
る
場
合
は
、
ま

ず
「
地
方
創
生
人
材
支
援
」
制
度
に
て
、

民
間
企
業
と
２
月
末
ま
で
に
マ
ッ
チ
ン

グ
を
成
立
さ
せ
た
後
、
民
間
企
業
と
締

結
す
る
協
定
書
案
を
総
務
省
に
提
出
し

ま
す
。
総
務
省
に
お
け
る
確
認
後
、
３

月
末
ま
で
に
協
定
書
を
締
結
し
、
人
材

の
受
入
れ
を
開
始
し
ま
す
。

「
地
域
活
性
化
起
業
人
」
制
度
は
特

別
交
付
税
措
置
が
受
け
ら
れ
る
と
い
う

大
き
な
特
徴
が
あ
る
制
度
で
す
。

市
町
村

特別交付税の支援措置（上限額）

派遣元企業に対する負担金など、
起業人の受入に要する経費 年間５６０万円／人（月割）

起業人が発案・提案した事業に
要する経費

年間１００万円
（措置率０．５）／人

起業人の受入準備経費 年間１００万円
（措置率０．５）／団体
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道
内
市
町
村
で
も
地
方
創
生
人

材
支
援
制
度
を
活
用
し
て
い
る
市

町
村
は
延
べ

市
町
村
、
名
を

受
入
れ
て
お
り
、
他
都
府
県
よ
り

多
く
の
活
用
実
績
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
民
間
専
門
人
材
は
脱
炭

素
社
会
の
実
現
に
向
け
、
令
和
４

年
度
か
ら
グ
リ
ー
ン
専
門
人
材
が

追
加
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
活
用
市

町
村
が
一
気
に
増
加
し
ま
し
た
。

制度活用する場合の流れ

各
省
庁

大
学
研
究
者

民
間
企
業

※変更となる可能性があります。

総務省「地域活性化起業人」制度との併用について

道内の活用状況について

◆特集 地方創生人材支援制度創る

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 計（人）
4 2 3 1 0 1 2 0 13
1 0 0 0 0 0 0 1 2
2 0 1 0 0 1 2 10 16

各種専門 2 0 1 0 0 0 0 0 3
デジタル（R2~) 1 2 3 6
グリーン（R4~) 7 7

7 2 4 1 0 2 4 11 31計（人）

国家公務員
大学研究者
民間専門人材

区分 年度
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31



富
良
野
市
で
は
、
地
方
に
お
け
る
「
不
便
、

不
利
、
不
安
」
と
い
わ
れ
る
社
会
的
課
題
を

デ
ジ
タ
ル
の
力
に
よ
っ
て
解
決
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
て
人
々
に
と
っ
て
住
み
よ
い
環
境

を
実
現
す
る
都
市
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
を

目
指
す
と
と
も
に
、
令
和
４
年
９
月
の
新
庁

舎
開
庁
に
向
け
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
業
務

プ
ロ
セ
ス
の
抜
本
的
な
改
革
を
図
る
た
め
に
、

令
和
２
年
４
月
、
庁
内
に
「
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
戦
略
室
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
戦
略
室
で
は
、
企
画
政

策
部
門
、
情
報
シ
ス
テ
ム
部
門
、
行
政
改
革

部
門
を
担
当
し
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
向
け
て
、

専
門
的
な
知
見
を
有
す
る
外
部
人
材
を
求
め

る
た
め
に
、
本
制
度
を
活
用
し
ま
し
た
。
デ

ジ
タ
ル
専
門
人
材
に
つ
い
て
は
、
富
良
野
市

◆特集 地方創生人材支援制度

03

厚
沢
部
町
で
は
、
平
成

年
に
地
方
版
創

生
総
合
戦
略
を
策
定
し
、
各
種
町
の
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
し
た
が
、
地
方
創
生
を
推
進

し
て
い
く
上
で
は
今
ま
で
以
上
に
民
間
事
業

者
の
参
入
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
っ
た
た
め
、
こ
の
制
度
の
利
用
に
つ
い
て

検
討
を
始
め
ま
し
た
。

は
じ
め
に
町
で
求
め
る
人
材
と
し
て
、
町

政
を
進
め
て
い
く
上
で
総
合
計
画
な
ど
の
推

進
管
理
、
役
場
各
課
と
の
調
整
力
、
ま
た
民

間
と
の
連
携
な
ど
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る
方
を
探

し
て
い
る
中
で
、
「
新
経
済
連
盟
」
に
所
属

す
る
蒔
田
さ
ん
を
非
常
勤
の
地
方
創
生
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
い
う
役
職
で
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る

こ
と
が
叶
い
ま
し
た
。
蒔
田
さ
ん
に
は
新
事

業
の
企
画
・
立
案
や
既
存
事
業
へ
の
助
言
や

提
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
活
動
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
主
に
「
公
営
塾
の
開
設
」
「
自
治

体
職
員
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
研
修
」
「
遊
休
施
設
の

活
用
や
促
進
」
と
い
っ
た
３
つ
の
事
業
に
注
力

し
、
町
の
創
生
に
寄
与
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
も
、
公
営
塾
の
開
設
は
大
き

く
、
町
内
に
塾
が
な
い
た
め
、
都
市
部
の
生

徒
と
同
様
の
教
育
環
境
を
確
保
し
、
こ
の
情

派遣者
の声

民間専門人材

住
民
の
方
々
の
望
む
富
良
野
市
に
あ
っ
た

か
た
ち
で
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
く
た
め

に
は

対
話

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

の
実
現
に
向
け
て
、
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け

て
、
ひ
と
つ
で
も
多
く
の
社
会
課
題
の
解
決

に
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

進
学
や
就
職
な
ど
で
富
良
野
市
を
離
れ
る

若
者
も
多
く
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

年
、

年
後
に
、
「
自
然
豊
か
な
富
良
野
に
戻
っ

て
き
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

デ
ジ
タ
ル
や
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

よ
り
よ
い
暮
ら
し
が
で
き
る
富
良
野
市
を
目

指
し
て
協
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

大学研究者

創る

デジタル専門人材

地
方
創
生
人
材
支
援
制
度
を
活
用
し
て
い
る

道
内
市
町
村
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

▶
保
育
所
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

よ
り
、
登
降
園
時
間

を
デ
ジ
タ
ル
で
記
録

▶
市
民
と
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
様
子

厚
沢
部
町

の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
実
現
に
向
け
た
実
行
部

隊
と
し
て
、
「
①
デ
ジ
タ
ル
に
関
す
る
専
門

的
な
知
識
や
経
験
を
有
し
て
い
る
こ
と
。
②

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
た
け
て
い
る

こ
と
。
③
利
害
関
係
者
と
の
折
衝
・
調
整
能

力
が
あ
る
こ
と
。
」
の
３
点
を
求
め
ま
し
た
。

派
遣
人
材
に
は
、
富
良
野
市
の
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
実
現
に
向
け
て
、
特
に
、
健
康
、
交

通
、
観
光
、
防
災
、
農
業
な
ど
の
分
野
に
お

い
て
、
「
①
現
状
調
査
に
お
け
る
課
題
把
握

②
課
題
解
決
に
向
け
た
企
画
立
案
③
実
証
実

験
に
向
け
た
利
害
調
整
④
実
証
実
験
に
よ
る

評
価
⑤
実
装
に
向
け
た
事
業
展
開
」
な
ど
の

職
務
に
つ
い
て
依
頼
し
ま
し
た
。

派
遣
後
す
ぐ
に
、
各
課
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

通
し
現
状
の
課
題
把
握
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用

に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策
定
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
保
育
所
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ

ム
、
市
民
課
窓
口
で
の
セ
ル
フ
レ
ジ
の
導
入
、

高
齢
者
の
見
守
り
・
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
や
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
、
部
活
動
の

オ
ン
ラ
イ
ン
支
援
に
向
け
た
実
証
実
験
に
試

み
、
現
在
、
社
会
実
装
に
向
け
た
取
り
組

み
や
、
さ
ら
な
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
に
よ
る
市

民
の
利
便
性
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

野杁 祐貴 氏
のいり ゆうき

制
度
活
用
市
町
村
の
紹
介

派遣元
弘前大学

役職（市町村）
地方創生アドバイザー

雇用形態
非常勤

氏名
蒔田 純 氏

派遣元
ＮＴＴ東日本

役職（市町村）
ＩＣＴ利活用推進
アドバイザー

雇用形態
委嘱

氏名
野杁 祐貴 氏

富
良
野
市
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報
化
社
会
の
急
激
な
変
化
に
対
応
で
き
る

子
を
育
む
と
の
考
え
か
ら
公
営
で
の
塾
を

開
設
し
ま
し
た
。
当
初
は
中
学
３
年
生
を
対

象
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
中
学
全

学
年
か
ら
高
校
生
ま
で
範
囲
を
拡
充
し
た
こ

と
に
よ
り
、
生
徒
も
増
え
、
学
力
向
上
と
と

も
に
少
し
で
も
町
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、

若
年
者
の
町
外
流
出
に
歯
止
め
が
掛
か
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
蒔
田
さ
ん
に
は
多
方
面
で
人
脈
を

活
か
し
、
民
間
企
業
と
の
橋
渡
し
役
を
担
っ

て
も
ら
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
各
種
事
業
の
幅

を
拡
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
外
部
の
視
点
を
取
り
入
れ
、
町
の
発
展
に

繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆特集 地方創生人材支援制度創る

大
空
町
住
吉
地
区
に
は
、
法
務
省
が
所
有

す
る
豊
富
な
自
然
が
残
る
広
大
な
農
地
、
網

走
刑
務
所
住
吉
作
業
所
用
地
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
受
刑
者
に
よ
る
刑
務
作
業
等
は
行
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
以
前
は
通
年
泊
ま
り
込

み
で
開
墾
・
耕
作
等
や
樹
木
の
伐
採
等
の
作

業
を
実
施
し
て
お
り
、
周
辺
の
地
元
農
家
と

も
公
私
に
わ
た
り
交
流
し
て
い
た
時
期
も
あ

り
ま
し
た
。
過
去
、
刑
務
所
職
員
や
受
刑
者

も
地
域
の
一
員
と
し
て
、
地
域
社
会
と
良
好

な
関
係
を
築
い
て
い
た
経
緯
も
踏
ま
え
、
住

出
身
省
庁
に
関
係
す
る
業
務
だ
け
で
は
な

く
、
町
政
に
大
き
く
関
わ
る
よ
う
な
業
務
も

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
非
常
に
貴
重
な
経

験
に
な
り
ま
し
た
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受
け

手
で
あ
る
町
民
か
ら
の
様
々
な
声
が
直
接
届

く
環
境
の
下
、
限
ら
れ
た
人
員
・
財
政
に

よ
っ
て
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
の
大
変
さ
、
そ
し
て
同

時
に
や
り
が
い
に
も
な
る
こ
と
は
、
実
際
に

基
礎
自
治
体
で
勤
務
し
な
け
れ
ば
知
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
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派遣者
の声

派遣者
の声

非
常
勤
と
し
て
の
派
遣
だ
っ
た
た
め
、
職
員

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ
の
が
難
し

い
面
は
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
分
に
求
め
ら
れ
て
い
た
役
割
は
事

業
の
企
画
立
案
な
ど
で
あ
り
、
常
駐
で
は
な
い

の
で
事
務
的
な
作
業
は
役
場
職
員
に
任
せ
ざ
る

を
得
な
い
た
め
、
こ
こ
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
重
要
さ
を
再
認
識
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
２
年
間
で
色
々
な
や
り
た
い
こ

と
へ
の
思
い
と
、
簡
単
に
実
現
で
き
な
い
も
ど

か
し
さ
は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
経
験
を
踏
ま

え
、
こ
れ
か
ら
も
地
方
創
生
へ
の
一
助
を
と
考

え
て
い
ま
す
。

吉
作
業
所
用
地
を
地
域
活
性
化
に
も
再
犯
防

止
に
も
資
す
る
形
で
利
活
用
し
て
行
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

利
活
用
方
法
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
関

連
法
令
等
も
踏
ま
え
た
事
業
ス
キ
ー
ム
の
構

築
や
各
関
係
機
関
と
の
緊
密
な
調
整
な
ど
が

必
要
不
可
欠
で
し
た
。
そ
こ
で
、
網
走
刑
務

所
を
始
め
と
す
る
矯
正
施
設
の
管
理
監
督
や

被
収
容
者
処
遇
に
係
る
企
画
立
案
等
を
行
っ

て
い
る
法
務
省
か
ら
用
地
活
用
や
再
発
防
止

の
取
組
に
精
通
す
る
人
材
を
派
遣
い
た
だ
き
、

住
吉
作
業
所
用
地
の
利
活
用
検
討
を
進
め
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

派
遣
職
員
に
よ
る
主
な
職
務
内
容
は
、
住

吉
作
業
所
用
地
の
利
活
用
に
向
け
た
検
討
・

協
議
・
調
整
等
で
あ
り
、
関
係
機
関
で
構
成

す
る
協
議
会
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
本
事

業
に
関
心
の
あ
る
民
間
事
業
者
等
か
ら
の
情

報
や
意
見
等
を
伺
う
な
ど
し
て
検
討
を
進
め

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
地
域
住
民
・
事
業
者

と
の
連
携
に
よ
り
令
和
３
年
度
か
ら
、
観
光

客
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
等
が
活
躍
・
交
流

で
き
る
農
園
・
果
樹
園
と
し
て
「
大
空
町
す

み
よ
し
ふ
れ
あ
い
農
園
」
事
業
を
実
施
す
る

な
ど
、
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
取
組
の
ほ
か
、
民
間
企
業
等

と
連
携
し
た
地
域
の
魅
力
発
信
や
大
空
町
移

住
・
定
住
支
援
室
の
設
置
、
大
空
町
ま
ち
づ

く
り
推
進
塾
の
開
催
等
に
も
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

網
走
刑
務
所
住
吉
作
業
所
用
地
の
利
活
用

国家公務員

▲都市部に負けない教育機会を!
公営塾開校式

▲民間事業者等と住吉作業所用地で
打合せを行っている様子

に
向
け
た
検
討
に
つ
い
て
は
、
専
門
的
な
視

点
を
活
か
し
つ
つ
、
地
方
創
生
に
資
す
る
施

策
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、

制
度
を
有
効
に
活
用
で
き
た
も
の
と
捉
え
て

お
り
ま
す
。

塚原 章裕 氏
つかはら あきひろ

蒔田 純 氏
まきた じゅん

派遣元
法務省

役職（市町村）
総務課参事（地方創生担当）

雇用形態
常勤

氏名
塚原 章裕 氏

大
空
町



長
万
部
町
（
渡
島
）
、
黒
松
内
町
（
後

志
）
、
豊
浦
町
（
胆
振
）
の
３
町
は
そ
れ
ぞ

れ
別
の
振
興
局
管
内
の
「
端
」
に
位
置
し
て

お
り
、
振
興
局
の
境
界
を
背
中
合
わ
せ
に
隣

り
合
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
町
職
員
同
士

の
交
流
は
少
な
く
、
相
互
の
情
報
は
入
り
に

く
い
環
境
に
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
古
く
は
昭
和
初
期
頃
か
ら
、
長

万
部
町
の
市
街
地
は
、
豊
浦
町
の
方
々
の
買

い
物
な
ど
を
支
え
た
生
活
圏
で
あ
っ
た
こ
と

や
、
黒
松
内
町
と
長
万
部
町
は
共
に
国
鉄
の

町
と
し
て
発
展
し
交
通
の
要
衝
で
あ
る
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
３
町
そ
れ
ぞ
れ
親
類
縁
者
や

高
校
の
学
友
な
ど
人
の
繋
が
り
が
多
く
、
３

町
の
首
長
も
顔
合
わ
せ
す
る
機
会
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
近
年
の
３
町
は
、
産
業
祭
り
等
の

イ
ベ
ン
ト
時
に
は
町
内
外
か
ら
人
が
集
ま
り

や
す
い
「
便
利
な
田
舎
」
で
あ
る
一
方
、
時

代
の
変
化
に
よ
っ
て
、
日
常
的
に
は
よ
り
大

き
な
商
圏
へ
の
通
過
地
と
な
っ
て
し
ま
う
た

め
、
観
光
や
物
流
な
ど
様
々
な
面
で
共
通
の

課
題
も
抱
え
て
い
ま
し
た
。

年
度
開
業
予
定
の
北
海
道
新
幹
線
長
万
部
駅

の
整
備
計
画
」
の
策
定
に
向
け
、
駅
の
圏
域

で
あ
る
近
隣
市
町
村
の
首
長
が
長
万
部
町
に

集
う
意
見
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、

長
万
部
、
黒
松
内
、
豊
浦
３
町
の
首
長
が
、

地
理
的
条
件
が
一
致
し
共
通
す
る
課
題
意
識

を
持
つ
自
治
体
同
士
の
共
感
を
も
と
に
「
３

町
で
な
に
か
で
き
な
い
か
」
と
意
気
投
合
。

こ
れ
を
機
に
３
町
の
首
長
を
は
じ
め
、
職
員

の
交
流
や
情
報
交
換
等
を
深
め
て
い
き
、
平

成

年
４
月
に
新
幹
線
開
業
効
果
を
最
大
限

に
発
揮
さ
せ
る
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
３
町
連
携
会
議
「
は
し
っ
こ
同
盟
」

に
関
す
る
協
定
を
調
印
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

「
は
し
っ
こ
同
盟
」
結
成
後
、
３
町
各
町

が
独
自
に
持
ち
寄
っ
た
予
算
に
よ
り
、
長
万

部
町
が
運
営
主
体
の
事
務
局
と
し
て
、
取
組

の
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。
振
興
局
管
内
の

垣
根
を
越
え
て
の
取
組
は
、
３
町
に
と
っ
て

初
め
て
の
試
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
担
当
で

情
報
交
換
を
複
数
回
重
ね
て
、
職
員
同
士
の

交
流
を
深
め
な
が
ら
、
新
幹
線
駅
だ
け
で
な

く
圏
域
の
活
性
化
に
向
け
、
交
通
ア
ク
セ
ス
、

商
工
観
光
の
振
興
な
ど
様
々
な
面
に
お
い
て

同
盟
調
印
後
の
取
組

05

「
は
し
っ
こ
」
の
俺
ら

創る

天然記念物・歌才ブナ林

「
は
し
っ
こ
同
盟
」
結
成

長万部町

黒松内町

豊浦町

◆地域が動く・プロジェクト最前線

「豊浦町」ホタテ耳吊り養殖
噴火湾における養殖発祥の地

「⾧万部町」駅弁かにめしの町
として全国的知名度がある

「黒松内町」歌才ブナ林など豊かな
自然環境が生み出す落ち着きのある町

そ
の
よ
う
な
中
、
平
成

年
に
「
令
和

渡
島
、
後
志
、
胆
振
管
内
の

「
は
し
っ
こ
」
に
位
置
す
る
３
町

が
一
つ
の
目
標
に
向
け
、
町
そ
れ

ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し
た
取
組
を

推
進
す
る
た
め
に
結
成
し
た
「
は

し
っ
こ
同
盟
」
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。
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広
域
的
な
調
査
・
研
究
を
行
い
、
商
工
会
や

観
光
協
会
な
ど
の
関
係
団
体
と
も
繋
が
り
を

広
げ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
最
初
の
取
組

と
し
て
、
３
町
の
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
伝
え

る
た
め
、
各
町
の
産
業
ま
つ
り
に
は
し
っ
こ

同
盟
の
ブ
ー
ス
を
出
展
し
た
こ
と
で
対
外
的

な
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
同
盟
に
よ

る
複
数
の
取
組
を
行
い
、
住
民
や
町
外
の
方

に
と
っ
て
３
つ
の
町
を
一
度
に
知
る
こ
と
が

で
き
る
仕
組
み
作
り
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
職
員
に
と
っ
て
も
３
町
そ
れ
ぞ
れ
が

「
ひ
と
つ
の
地
域
で
あ
り
、
自
分
た
ち
の
地

元
」
と
い
う
一
体
感
が
生
ま
れ
、
ま
ち
の
宣

伝
効
果
を
高
め
て
い
ま
す
。
３
町
の
そ
れ
ぞ

れ
寄
り
添
う
意
識
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
地
域

活
動
の
広
が
り
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
の
提
供

チ
ー
ズ
（
黒
松
内
町
）
、
豚
肉
（
豊
浦
町
）

を
は
じ
め
と
す
る
３
町
の
食
材
の
味
わ
い
を

存
分
に
感
じ
ら
れ
る
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
は
し
っ
こ
同
盟
結
成
に
至
る
経
緯

や
３
町
を
紹
介
す
る
「
は
し
っ
こ
同
盟
ロ

ビ
ー
展
」
の
同
時
開
催
、
料
理
提
供
時
に

「
は
し
っ
こ
同
盟
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
」
を

使
用
す
る
な
ど
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
特
別
メ

ニ
ュ
ー
以
外
の
部
分
で
も
は
し
っ
こ
同
盟
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
工
夫
を
凝
ら
し
ま

し
た
。

今
後
の
取
組
の
方
向
性

新
幹
線
駅
の
利
用
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

地
方
創
生
や
移
住
定
住
、
介
護
福
祉
や
産
業

振
興
な
ど
の
様
々
な
分
野
で
の
連
携
の
可
能

性
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

当
面
の
取
組
と
し
て
は
、
各
町
の
産
業
ま

つ
り
や
大
都
市
圏
で
の
物
産
展
な
ど
の
共
同

出
店
、
豊
浦
町
の
秘
境
駅
、
小
幌
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
や
、
黒
松
内
町
の
北
限
の
ブ
ナ
林

ウ
ォ
ー
ク
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
周

遊
観
光
ツ
ア
ー
の
開
発
で
す
が
、
各
産
業
界

の
人
材
、
特
に
将
来
を
担
う
若
手
の
交
流
に

力
を
入
れ
て
、
８
年
後
の
新
幹
線
長
万
部
駅

開
業
の
機
運
を
高
め
て
い
き
た
い
で
す
。

令
和
２
、
３
年
度
は
今
金
町
・
せ
た
な
町

を
加
え
た
５
町
で
、
北
海
道
運
輸
局
の
実
施

す
る
「
地
域
の
観
光
資
源
を
活
用
し
た
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
に
新
し
い
周
遊
観
光
エ

リ
ア
「
は
し
っ
こ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
」
と
称
し

て
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
取
組
で
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
終
息
後
の
訪
日
旅
行

を
待
ち
遠
し
く
思
う
日
本
フ
ァ
ン
が
多
い
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
向
け
て
、
５
町
の
魅
力
を
伝

え
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

３
町
の
連
携
に
と

ど
ま
ら
ず
、
近
隣
地

域
と
も
協
力
し
て
地

域
連
携
の
輪
を
広
げ

て
い
ま
す
。
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担
当
者
の
声

私
は
、
は
し
っ
こ
同
盟
が
結
成
さ
れ
た
令
和

元
年
度
か
ら
、
担
当
と
し
て
は
し
っ
こ
同
盟
の

事
務
局
運
営
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
最
初
は
隣

町
と
の
仕
事
の
進
め
方
の
違
い
に
戸
惑
っ
て
い

ま
し
た
が
、
ゼ
ロ
か
ら
手
探
り
で
隣
町
の
職
員

と
共
同
で
運
営
を
進
め
て
い
く
中
で
、
黒
松
内

町
、
豊
浦
町
へ
の
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

昨
年

月
に
行
っ
た
札
幌
市
内
の
ふ
る
さ
と

納
税
関
係
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
告
知

を
見
て
く
れ
た
黒
松
内
町
出
身
で
あ
る
札
幌
市

内
の
高
校
生
達
が
、
冬
休
み
の
帰
省
途
中
に
立

ち
寄
っ
て
く
れ
て
、
会
場
を
撮
影
し
た
写
真
を

自
分
達
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
豊
浦
町
ゆ
か
り
の
方
と
は
当
時
話
題

だ
っ
た
豊
浦
町
の
「
海
産
総
選
挙
」
の
お
話
し

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
町
内
で
も
、
様
々
な

場
面
で
、
３
町
の
繋
が
り
を
「
は
し
っ
こ
」
と

表
現
し
て
く
れ
る
住
民
が
増
え
て
い
る
、
と
感

じ
ま
す
。

こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
、
隣
町
の
住
民
と
の

繋
が
り
や
若
い
人
が
自
分
の
町
を
意
識
し
て
く

れ
て
い
る
こ
と
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
は

良
い
こ
と
だ
な
と
感
慨
深
く
思
い
ま
す
。

ま
た
、
３
町
分
の
住
民
か
ら
応
援
の
声
が
聞

け
る
よ
う
に
な
り
、
仕
事
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

上
昇
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

主
任

中
村

絵
美
さ
ん

～
取
組
を
通
じ
て
～

▲ホテルと協力し開催したフェアで提供
した３町の食材を使った料理

◀札幌チカホ空間での
ふるさと納税PRイベント

本記事の内容は、長万部町新幹線推進課で担当しております。
○事業に関するお問い合わせ先 TEL：01377-2-2450

◆地域が動く・プロジェクト最前線創る

▲３町のふるさと納税返礼品
「はしっこ同盟セット」

３
町
の
食
材
を
味
わ
う
企
画
と
し
て
、
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
（
札
幌
市
中

央
区
）
と
協
力
し
、
令
和
３
年
度
か
ら
「
は

し
っ
こ
同
盟
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

フ
ェ
ア
で
は
、
同
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に

お
い
て
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
（
長
万
部
町
）
、

▲シンガポールへ向けた
プロモーション事業の様子

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
企
画
係

長
万
部
町
新
幹
線
推
進
課

新
幹
線
・
政
策
推
進
係
兼

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
、
３
町

の
特
産
品
を
詰
め
合
せ
た
「
は
し
っ
こ
同
盟

セ
ッ
ト
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

「
は
し
っ
こ
同
盟
セ
ッ
ト
」
は
３
町
の
ど
の

町
へ
寄
附
を
し
て
も
返
礼
品
と
し
て
選
ぶ
こ

と
が
可
能
で
、
一
つ
の
町
へ
の
寄
附
で
も
３

町
の
特
産
品
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

12

ホ
テ
ル
レ
ス
ト
ラ
ン

と
の
コ
ラ
ボ

「
地
域
の
観
光
資
源
を
活
用

し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
業
」
へ
の
参
加



ま
た
、
こ
の
施
設
に
は
留
寿
都
村
を
は

じ
め
、
後
志
産
の
木
材
が
ふ
ん
だ
ん
に
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
植
林
へ
の
参
加
を
行
い
、

植
林
し
た
木
が
成
長
し
た
と
き
に
、
木
材

と
な
り
施
設
の
補
修
に
使
用
さ
れ
る
な
ど
、

森
を
育
て
る
こ
と
な
ど
の
必
要
性
に
つ
い

て
、
施
設
そ
の
も
の
を
教
材
と
し
て
学
べ

る
と
と
も
に
、
地
材
地
消
へ
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
に
も
役
立
ち
ま
す
。

知
事
の
訪
問
当
日
も
、
木
の
ぬ
く
も
り

の
中
で
、
子
ど
も
達
が
の
び
の
び
と
過
ご

し
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
施
設
の
も
と
で
、

地
域
の
将
来
を
担
う
多
く
の
子
ど
も
達

が
育
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

◆「なおみちカフェ」から創る

07

「
る
す
つ
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ぽ
っ
け
」

編

令
和
４
年
９
月
１
日
訪
問

地
域
の
木
材
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ

れ
た
本
施
設
を
教
材
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
地
域
の
将
来
を
担
う
多
く
の

子
ど
も
達
が
成
長
し
て
い
く
こ
と
が

心
か
ら
楽
し
み
で
す
。

あ
ら
た
め
て
地
域
材
の
魅
力
を
実

感
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
明
る
い

未
来
を
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

鈴木知事が、北海道創生に向けて、様々な分野で活躍されている方
をお訪ねし、その取組や地域への思いなどをお聞きしています。
同行した職員から皆様にその様子をお伝えします。

なおみちカフェ

なおみちカフェ
（留寿都村編）
の動画はこちら
からご覧いただ
けます。
（YouTube
チャンネル）

後志編

▲木のぬくもりが感じられる明るい室内。
地中熱の利活用や高い断熱性と気密性を有する構造
により、エネルギー消費量を50パーセント以下まで
削減するＺＥＢ Ｒｅａｄｙを目指した施設となって
おり、「ゼロカーボン北海道」を牽引する取組とし
て、注目を集めています。

▲「子どもたちの夢と希望がたくさん詰まったポケットのような施設」
であって欲しいと願いを込め、『ぽっけ』と命名されました。

今
回
ま
ず
ご
紹
介
す
る
の
は
、
留
寿

都
村
の
地
域
共
生
型
の
児
童
福
祉
中
核

施
設
「
る
す
つ
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ぽ
っ

け
」
で
す
。

こ
の
施
設
は
、
平
成

年
に
、
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
就
学
前
か
ら
就
学
後

ま
で
一
貫
し
て
把
握
し
や
す
い
環
境
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
保
育
所
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
、
小
型
児
童
館
の
機
能
を
複
合
化
し
、

村
営
の
施
設
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

市
街
地
中
心
部
に
建
設
す
る
こ
と
で
、

施
設
の
空
き
時
間
を
地
域
の
活
動
に
有

効
活
用
す
る
な
ど
、
多
世
代
交
流
の
場

と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
に
資
す
る

役
割
も
果
た
し
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち

だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
方
た
ち
も
利

用
で
き
る
地
域
共
生
型
の
施
設
と
な
っ

て
い
ま
す
。

平
成

年
に
は
、
取
組
が
高
く
評
価

さ
れ
北
海
道
経
済
産
業
局
の
「
北
国

◀
の
省
エ
ネ
・
新
エ
ネ
大
賞
」
を
受
賞

▲子どもたちの地材地消への理解を深めるため、
「ぽっけ」を教材とした工事現場見学会

当
日
の

知
事
の
言
葉
か
ら

27
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◆「なおみちカフェ」から

08

令
和
４
年
９
月
２
日
訪
問

豊
浦
町
ア
イ
ヌ
文
化
情
報
発
信
施
設
「
イ
コ
リ
」

・
地
域
イ
ベ
ン
ト

編

当
日
の

知
事
の
言
葉
か
ら

こ
の
新
し
い
施
設
や
海
産
総
選
挙
、

ホ
タ
テ
釣
り
、
こ
れ
ら
を
支
え
る

方
々
が
、
ど
の
よ
う
に
地
域
を
盛
り

上
げ
て
い
こ
う
か
考
え
、
実
践
し
続

け
て
い
る
の
は
、
本
当
に
す
ご
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
取
組
を
多
く
の

方
に
知
っ
て
頂
け
る
よ
う
、
北
海
道

も
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

胆振編
▲毎年、地元のアイヌの方たちは神々に感謝を述べる伝統の儀式「カムイノミ」などを
行っています。

▲海産総選挙 鮮魚公報

▲ユーモアあふれる大会
ポスター。プロモーション
にも力を入れています。

創る

▲宿泊施設として整備された
トレーラーハウス

なおみちカフェ
（豊浦町編）の
動画はこちらか
らご覧いただけ
ます。
（YouTube
チャンネル）

次
に
、
豊
浦
町
の
地
域
の
魅
力
発
信

の
取
組
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
、
礼

文
華
海
浜
公
園
に
あ
る
豊
浦
町
ア
イ
ヌ

文
化
情
報
発
信
施
設
「
イ
コ
リ
」
で
す
。

ア
イ
ヌ
語
で
「
宝
物
」
を
意
味
す
る

こ
の
施
設
は
、
豊
浦
町
の
宝
で
あ
る
ア

イ
ヌ
文
化
遺
産
を
広
く
町
内
外
に
発
信

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
本
年
４
月

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
施
設
内
部
に

は
熊
の
毛
皮
や
イ
ナ
ウ
（
祭
具
）
な
ど

を
展
示
し
、
公
園
や
隣
接
す
る
キ
ャ
ン

プ
場
を
訪
れ
た
人
が
ア
イ
ヌ
文
化
に
触

れ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
ア
イ
ヌ

文
化
の
普
及
・
啓
発
を
推
進
す
る
と
と

と
も
に
、
地
元
の
ア
イ
ヌ
の
方
々
が
伝

統
的
儀
礼
を
行
う
た
め
に
も
施
設
が
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

施
設
の
隣
に
は
、
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ

ス
を
活
用
し
た
宿
泊
施
設
も
整
備
さ
れ

て
お
り
、
今
後
は
、
ア
イ
ヌ
文
化
や
地

域
の
歴
史
を
学
べ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー

も
検
討
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

こ
う
し
た
ツ
ア
ー
な
ど
を
活
用
し
、

今
後
、
よ
り
多
く
の
方
々
が
こ
の
施
設

を
訪
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
日
の
懇
談
に
は
、
一
般

社
団
法
人
噴
火
湾
と
よ
う
ら
観
光
協
会

の
岡
本
事
務
局
長
や
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ａ

世
界
ホ
タ
テ
釣
り
協
会
の
宇
川
チ
ェ
ア

マ
ン
も
参
加
さ
れ
、
豊
浦
町
の
海
の
幸

を
候
補
者
に
見
立
て
人
気
ナ
ン
バ
ー
１

を
競
う
企
画
「
海
産
総
選
挙
」
や
、
町

の
宝
で
あ
る
ホ
タ
テ
を
使
用
し
た
ご
当

地
競
技
「
ホ
タ
テ
釣
り
選
手
権
」
な
ど
、

皆
さ
ん
の
地
域
へ
の
愛
と
柔
軟
な
発
想

に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な

取
組
に
つ
い
て
も
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
取
組
も
、
各
種
メ
デ
ィ
ア

に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
話

題
を
集
め
て
い
ま
す
。

伝
統
文
化
の
発
信
や
、
地
域
資
源
を

活
か
し
た
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
取
組
に

よ
っ
て
、
今
後
ま
す
ま
す
注
目
を
集
め

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。



「
釧
路
だ
か
ら
出
来
な
い
」
と
か
「
都
会
に
行

か
な
い
と
ダ
メ
」
な
ど
、
や
れ
な
い
理
由
ば
か

り
で
て
く
る
の
で
、
そ
れ
を
と
め
た
い
と
思
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
今
は
Ｐ
Ｃ
と
ネ
ッ
ト

さ
え
あ
れ
ば
、
世
界
中
ど
こ
で
も
、
も
ち
ろ
ん

釧
路
で
も
仕
事
が
出
来
る
の
で
。

ま
た
、
私
自
身
が
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
で
し
て
、

一
人
親
に
な
っ
た
時
に
働
く
こ
と
の
難
し
さ
や

厳
し
さ
を
体
感
し
て
い
る
の
で
、
女
性
の
起
業

支
援
も
し
て
い
ま
す
。

─
─

利
用
者
は
常
連
の
方
が
多
い
の
で
し
ょ

う
か
？

リ
ピ
ー
タ
ー
は
結
構
多
く
、
仕
事
や
長
期
滞

在
で
夏
場
だ
け
釧
路
に
い
る
方
も
定
期
的
に

使
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
の
方
だ

と
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
カ
メ
ラ
マ
ン
、
キ
ャ
リ

ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
、
様
々
な
職
種
の

方
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。

彼
ら
に
は
、
私
の
仕
事
で
チ
ラ
シ
作
成
や

写
真
撮
影
を
お
願
い
し
た
り
と
、
一
緒
に
仕

事
す
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
一
人
だ
と

で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
ま
す
が
、
色
々
な
人

た
ち
が
あ
つ
ま
っ
て
い
る
の
で
、
大
き
な
仕

事
を
出
来
た
り
、
新
し
い
取
組
が
生
ま
れ
た

り
し
て
い
ま
す
。

09

「
く
し
ろ
フ
ィ
ス
」
と
は
？

─
─

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と
シ
ェ
ア
オ

フ
ィ
ス
の
機
能
を
持
つ
「
く
し
ろ
フ
ィ
ス
」
を

つ
く
っ
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

こ
こ
は
立
ち
上
げ
て
７
年
目
で
す
が
、
そ
の

前
、
私
は
若
者
相
談
支
援
の
ス
タ
ッ
フ
を
し
て

い
ま
し
た
。
若
い
子
と
話
を
し
て
い
る
と
、

「
新
し
い
働
き
方
」
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
。
そ
の
魅
力
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
、
人
と
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
通
じ
て
新
た
な
活
動
を
生
み
だ
す
こ
と
が
で
き
る

ワ
ー
ク
施
設
と
、
そ
こ
で
の
出
会
い
を
創
り
出
す
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
紹
介
し
ま
す
。

「
つ
な
が
る
。
ハ
ー
ベ
ス
ト
」
と
は
？

若
い
方
が
多
い
で
す
ね
。
何
年
か
前
に
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
の
方
が
単
身
で
来
ら
れ
た
の
で
す
が
、

そ
の
方
は
お
子
さ
ん
が
花
粉
症
を
お
持
ち
で
、

花
粉
を
避
け
ら
れ
る
場
所
を
探
し
て
い
ま
し
た
。

結
果
、
釧
路
を
気
に
い
っ
て
い
た
だ
き
、
次
は

家
族
を
連
れ
て
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
た
い
と

仰
っ
て
ま
し
た
。

─
─

相
座
さ
ん
が
考
え
る
、
釧
路
の
魅
力
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

涼
し
い
・
花
粉
が
少
な
い
な
ど
、
本
州
に
な

い
強
み
が
沢
山
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
し
、
釧

路
は
地
元
の
人
同
士
が
お
互
い
の
得
意
分
野
を

知
っ
て
い
る
の
で
、
外
か
ら
お
客
さ
ん
を
「
つ
な

ぐ
」
こ
と
が
得
意
で
す
。
つ
な
ぎ
あ
う
こ
と
で
、

違
う
仕
事
が
入
っ
て
き
た
り
す
る
ん
で
す
よ
ね
。

ま
た
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
で
外
か
ら
来
る
方

は
、
地
域
の
仕
事
や
立
場
を
奪
う
の
で
は
な
く
、

相
乗
効
果
で
地
域
を
よ
く
す
る
人
達
だ
と
思
っ
て

い
る
の
で
、
そ
こ
を
地
域
が
理
解
し
て
つ
な
が
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。

─
─

こ
れ
か
ら
釧
路
に
来
ら
れ
る
方
に
一
言
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
！

今
は
距
離
も
時
間
も
関
係
な
く
、
釧
路
で
も
ど

ん
な
事
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
私
が
こ
こ
に
い

る
限
り
、
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
力
に
な
れ
る
の
で
、

相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

是
非
一
度
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
！

─
─

相
座
さ
ん
は
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
も
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
限
ら
ず
地
域
内
外
の
人
同

士
の
つ
な
ぎ
役
や
、
若
者
や
女
性
の
支
援
も
や

ら
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

そ
う
で
す
ね
。
あ
と
は
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
し
て
、
求
職
中
の
方
の
相
談
対
応
や

セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
を
し
た
り
、
起
業
し
た
い
方

の
支
援
を
メ
イ
ン
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
職
場

研
修
な
ん
か
も
や
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
釧
路
に
来
ら
れ
る
方
は
、

つ
な
が
る
。
Ｈ
Ｕ
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ

ハ

ー

ベ

ス

ト

◆「つながる。HUBest」

～
人
と
地
域
が
つ
な
が
る
ベ
ス
ト
な
場
所
が
北
海
道
に
は
あ
る
～

ハ
ブ

第
七
弾

釧
路
市

く
し
ろ
フ
ィ
ス

相
座

聖
美
さ
ん

北
海
道
型
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
普
及
・
展
開
事
業「

く
し
ろ
」
の
魅
力

（
株
式
会
社
う
つ
く
し
ろ

代
表
取
締
役
）

釧路市中心部に位置し、コワーキング利用やセミナー
開催の他、相座さんへの各種相談も可能

あ
い
ざ

さ
と
み
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な
が
ぬ
まホ

ワ
イ
ト
ベ
ー
ス
と
は
？

─
─

ホ
ワ
イ
ト
ベ
ー
ス
は
平
成

年
３
月
に

オ
ー
プ
ン
さ
れ
た
、
長
沼
町
中
心
部
に
位
置
す

る
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
で
す
が
、
ど
ん
な

コ
ン
セ
プ
ト
で
つ
く
ら
れ
た
施
設
な
の
か
教
え

て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

立
ち
上
げ
時
は
新
型
コ
ロ
ナ
が
流
行
す
る
前

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
修
学
旅
行
で
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
体
験
し
に
来
る
学
校
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
日
中
生
徒
が
農
家
仕
事
を
体
験

し
て
い
る
間
に
、
添
乗
員
さ
ん
に
こ
ち
ら
で
働

い
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
あ
と
、

空
港
も
近
い
の
で
テ
レ
ビ
ク
ル
ー
の
人
た
ち
が

こ
こ
で
編
集
作
業
を
し
た
り
、
偶
然
こ
こ
で
隣

あ
っ
た
人
同
士
が
意
気
投
合
し
て
、
何
か
新
し

い
取
組
、
「
長
沼
モ
デ
ル
」
と
呼
べ
る
様
な
も

の
が
生
ま
れ
れ
ば
良
い
な
と
思
い
、
ホ
ワ
イ
ト

ベ
ー
ス
を
設
立
し
ま
し
た
。

─
─

現
在
は
、
ど
の
様
な
方
の
利
用
が
多
い
の

で
し
ょ
う
か
？

今
年
度
に
関
し
て
は
、
長
沼
町
で
実
施
し

て
い
る
「
長
沼
町
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
×
チ
ー

ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
創
生
事
業※

」
を
通
じ
て

利
用
さ
れ
る
方
が
多
い
で
す
ね
。
例
え
ば
、

夏
に
は
神
戸
か
ら
家
族
で
事
業
に
参
加
さ
れ

た
方
が
、
２
ヶ
月
以
上
滞
在
さ
れ
て
、
こ
こ

を
仕
事
場
に
し
て
い
ま
し
た
。

あ
と
は
、
町
内
の
農
家
が
こ
こ
に
集
ま
っ

て
、
定
期
的
に
研
修
会
を
行
っ
た
り
、
書
道

教
室
や
家
庭
教
師
の
場
と
し
て
の
利
用
、
ま

た
帰
省
し
た
学
生
が
こ
こ
か
ら
リ
モ
ー
ト
授

業
に
参
加
す
る
な
ん
て
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

い
ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
今
後
何
か
起
こ
る

か
も
と
い
う
こ
と
は
多
い
で
す
ね
。

ま
た
、
こ
こ
の
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
を
利
用

し
て
、
観
光
関
係
や
地
域
商
材
の
販
売
を
行

う
「
Ｒ
ｅ
ｇ

ｎ
ａ
ｌ
Ｄ
ｅ
ｓ
ｉ
ｇ
ｎ

株
式
会
社
」
が
起
業
し
ま
し
た
。
同
じ
く
こ

こ
を
活
動
拠
点
と
す
る
元
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
方
が
最
近
行
政
書
士
の
資
格
を
取
っ
た

の
で
、
色
々
と
連
携
で
き
る
幅
も
広
が
っ
て

い
ま
す
。
僕
も
元
々
農
協
の
職
員
だ
っ
た
の

で
、
地
域
の
農
業
関
係
者
を
紹
介
す
る
こ
と

も
強
み
で
す
。

─
─

今
後
の
話
の
流
れ
で
お
伺
い
し
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
こ
の
ホ
ワ
イ
ト
ベ
ー
ス
を
ど
の
よ
う

な
場
所
に
し
て
い
き
た
い
か
、
将
来
の
展
望
が

あ
れ
ば
是
非
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

設
立
当
初
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
は
大
き
く
変
わ

ら
ず
、
「
長
沼
発
の
何
か
」
を
つ
く
る
こ
と
に

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
人
に
来
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

何
か
新
た
な
取
組
が
生
ま
れ
れ
ば
、
出
世
部

屋
と
い
う
か
、
何
か
が
誕
生
す
る
場
所
と
い
う

こ
と
で
有
名
に
な
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
（
笑
）

─
─

「
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ン
ク
ス
・
ホ
ワ
イ
ト

ベ
ー
ス
」
と
い
う
感
じ
で
す
ね
！

こ
れ
か
ら
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
お
越
し
に
な

る
方
に
は
、
都
会
の
喧
噪
を
離
れ
て
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
元
の
農
家
さ
ん

な
ど
町
内
の
人
と
も
仲
良
く
な
っ
て
、
お
互
い

に
交
流
が
生
ま
れ
た
ら
良
い
な
と
。

そ
し
て
ワ
ー
ク
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
バ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
も
楽
し
み
を
共
有
し
て
、
地
域

に
な
じ
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
な
と
思
い
ま
す
！

第
八
弾

長
沼
町

該当する施設を
月１回程度、
HPでご紹介!

「つながる。ハーベスト」対象施設
○テレワークができる施設
○地域を知るコンシェルジュがいる施設
○誰もが気軽に利用できる施設
○地域住民も利用している施設

本記事の内容は、北海道総合政策部地域創生局地域政策課で担当しております。
○事業に関するお問い合わせ先 TEL：011-204-5089

このインタビュー記事は、誌面
の都合により抜粋版を掲載してい
ます。
インタビュー全文については、

北海道公式ＨＰにて公開していま
すので、是非ご覧ください。

ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ
全文はHP
をCheck!

◆「つながる。HUBest」

な
が
ぬ
ま
ホ
ワ
イ
ト
ベ
ー
ス

増
田

健
司
さ
ん

（
合
同
会
社
マ
ス
ケ
ン

代
表
社
員
）

個室や打ち合わせに利用できるミーティングルームも
完備したコワーキングスペース。貸切利用も可能

─
─

こ
の
場
所
か
ら
新
た
な
取
組
が
生
ま
れ

た
、
と
い
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
れ
ば
教
え

て
く
だ
さ
い
。

具
体
的
に
何
か
生
ま
れ
る
と
い
う
意
味
で

は
こ
れ
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、
私
の
町
内
の

知
り
合
い
が
よ
く
こ
こ
を
訪
れ
る
の
で
、
そ

の
方
を
町
外
か
ら
の
利
用
者
に
も
紹
介
し
て

ホ
ワ
イ
ト
ベ
ー
ス
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
及
び
チ
ー
ム
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
体
験
（
個
々
人
の
ス
キ
ル
や
能
力
・
経
験
を
最
大

限
に
発
揮
し
、
目
標
達
成
で
き
る
チ
ー
ム
を
作
り
上
げ
て
い

く
取
組
）
を
通
し
、
参
加
者
に
町
の
魅
力
を
よ
り
深
く
実
感

し
て
も
ら
う
事
業
。

ま
す
だ

け
ん
じ

ｉ

31

ｏ

※

ホ
ワ
イ
ト
ベ
ー
ス
か
ら

「
つ
な
が
る
」



ＵＲＬ: https://hkd-ouendankaigi.jp/info/tukuru.html
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